
　２０１１年３月１１日、三陸沖を震源とするマグニチュード９．０と

いう国内観測史上最大規模の巨大地震が発生し、三陸沖沿岸

地域での大津波による被害と重なり、大規模な災害となった。

　連合愛知は、思いもよらぬ災害で人命を奪われた犠牲者に、

心からの哀悼の意を表する。そして、この大地震・津波で被災

されたすべての被災者に心からのお見舞いを申し上げる。

　多くの家屋や住居が失われ、ライフラインの断絶と原子力

発電所のトラブルによる二次災害の影響もあわせて、避難所

での生活を余儀なくされている被災者への支援を急がなけ

ればならない。加えて、多くの行方不明者について一刻も早

い捜索活動が進むことを期待している。

　こうした状況をふまえ、連合愛知は、被災者救援と復興支援

に組織の全力をあげて取り組んでいる。

　震災後、毎週「東日本大震災救援カンパ」を街頭で実施し

ている。神野会長は「連合愛知の構成組織からボランティア

を募り、被災地に向かう準備をしているが、募金はすぐ実行で

きる一番の救援策。働く者として日本の復興を支えよう」と呼

びかけた。また、県下１１の地域協議会でも、駅頭などで呼び

かけを行っている。連合の「つながろうＮＩＰＰＯＮ」を合言葉に、

働く者の代表として労働組合の社会的役割を果たすべく、被

災地の支援・復興に組織の総力を挙げて取り組もう。



ガンバロー三唱▲

▲あいさつに立つ加賀官公部門長 ▲熱く語る山本連合副事務局長

　連合愛知は３月１０日、名古屋市教育センターにおい

て「２０１１春季生活闘争　官公部門決起集会」を開催し

た。この決起集会は、春闘期における人事院・総務省か

らの前向きな回答を引き出すため、公務労働者が共通

認識をもつとともに意志の結集を図ることを目的に実

施しており、神野会長をはじめ、加賀官公

部門長・官公部門構成組織代表者など、お

よそ５５０名が参加した。

　会の冒頭、神野会長は、今春季生活闘争

の動向を踏まえた民間の回答状況や労働

基本権にかかわる課題について述べた。

その後、加賀官公部門長からは、公務員を

取り巻く現在の厳しい現状や今後の取り組

みも含めた交渉状況報告があった。続いて、

連合の山本副事務局長から中央情勢報告

として「連合・公務労働運動を取り巻く情

勢と課題を考えるために」と題した講演を

いただいた。山本氏は「働くことを軸とす

る安心社会とは」「公務員制度改革の現状」

などについて述べるとともに、今後労働組合が果たす

べき役割の重要性について熱意を込めて語った。会の

最後には、浅井副部門長の発声でガンバロー三唱を行

い、参加者全員の意志結集を図った。



　２０１０年末の「連合愛知助け合い運動」において、

組合員の皆さんから寄せられたカンパ金は、この春

に就職することが決まった児童養護施設をはじめ

とした施設入所児童等の就職支度支援金としても

使われている。連合愛知は３月１０日、生徒と施設代

表者６６名をワークライフプラザれあろに招き、「就

職支度支援金贈呈式」を実施した。この贈呈式には、

神野会長や綱木副会長をはじめ、構成組織の代表

者など２４名が出席した。

　神野会長は、生徒一人ひとりに声をかけて握手を

して支援金を手渡した後、「今後、皆さんが社会の

一員として大いに成長していくことを期待している。今

日お渡しした支度金には各構成組織の皆さんの気持ち

が込められている」と、就職し社会への第一歩を踏み出

す生徒らに激励のあいさつを述べた。生徒代表からは「就

職後に自立していくことが厳しい中、貴重な資金をいた

だきありがとうございます。私は寮に入るので、そこで

の生活必需品をそろえたい。これからは社会の一員と

して自分自身を高め、誰にでも可愛がってもらえる人間

になるようがんばります」と決意と感謝を込めたあいさ

つがあった。その後、懇談会が行われ、司会者からの「支

援金の使い道は」との質問に対して、「一人暮らしの生

活に必要なものを買いたい」「仕事に必要な道具を買

いたい」など、照れながらも希望に満ちた笑顔で受け答

えをする生徒たちの姿が見られた。

一人ひとりに支援金を手渡す神野会長▲

連合愛知＜加重平均・４.１現在＞

連　　合＜加重平均・４.１現在＞

（社）日本経済団体連合会＜加重平均・４.１現在＞

　連合は、「すべての労働者の

処遇改善で、分配の歪みと格差

を是正し、デフレ脱却・経済の活

性化を図ろう！」をメインスローガン

に掲げ、今次春季生活闘争に取り組んで

きた。しかし、３月１１日に発生した「東日本大震災」の状

況に鑑み、３月１４日に三役会を実施し、春季生活闘争に

ついての考え方を協議した。その対応として、被災した

組合員、家族等の安否確認、救援活動、被害状況の把握

を最優先で取り組むことを基本とし、交渉並びに回答引

き出しについては、各産別の自主的判断に基づいて取

り組むことを決定した。

　連合愛知および連合愛知中小共闘センターは、「回

答速報」や「中小共闘センターニュース」による情報提

供などを通して、これからヤマ場を迎える中小労組の

解決促進を全力で支援していく。

　連合愛知をはじめとする各組織の現時点での回答集

計結果は、以下の表の通りである。

　昨年対比（円）

＋152

 引上率（％）

2.01

 妥結額（円）

6,094

組合員数（人）

269,666

組合数

140

賃金改定方式

平均方式

　昨年対比（円）

＋119

 引上率（％）

1.79

 妥結額（円）

5,305

組合員数（人）

1,007,750

組合数

1,137

賃金改定方式

平均方式

　昨年対比（円）

＋181

 引上率（％）

1.97

 妥結額（円）

6,346

組合員数（人）

ー

企業数

35

賃金改定方式

平均方式



▲あいさつに立つ中小共闘センター長谷川委員長

 

　連合愛知は４月６日、ワークライフプラザれあろにお

いて、２０１１中小労組情勢報告交流会を開催した。本交

流会には、中小

共闘センター

長谷川委員長

をはじめ、構成

組織の代表者

など６０名の参加があった。

　長谷川委員長のあいさつに続いて行われた交流会

の中で、連合本部の久保中小労働対策局長が、「３月１１

日の東日本大震災により大きく取り組みが変わったが、

震災の対応と賃金交渉は切り分けた議論が必要である

こと」「春季交渉の早期妥結が重要であること」など中

央の情勢を踏まえた報告があった。

　その後、７構成組織の各代表者から、妥結状況や今次

春闘の特徴点、未解決組合の解決に向けた取り組みなど、

闘争状況報告があり、交流会の総括として中小共闘セ

ンター三村副委員長は、未解決組合の早期妥結に向け

て構成組織の一層の支援と、最後まで全力で取り組む

ことを呼びかけた。

闘争状況報告を行う各構成組織代表者▲
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▲要望書を手渡す
　神野会長(名古屋市へ)

▲要請書を手渡す浅井官公副部門長
　（名古屋市人事委員会へ）

▲主旨説明を行う藤好官公部門長
　（人事院中部事務局へ）
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　連合愛知官公部門は毎年、春季生活闘争期の取り組

みとして、行政等に対する要請行動を実施している。本

年度については新たに、名古屋市人事委員会に対して

も要請行動を行った。

　３月２３日には愛知県知事に対して「要望書」を提出し

た。神野会長をはじめ官公部門代表者などが出席し、公

務労働者の賃金・労働条件の改善や生活者の視点に立

った行政の推

進などについ

て要望し、当

局からの回答

を求めた。冒頭、

神野会長はあ

いさつで、財

政状況悪化

を理由に義

務的経費で

ある職員賃

金が２年連

続でカット

されていることを踏まえ、人勧制度が実質的に機能し

ているとは言えない現状や人勧制度の在り方を今一度

見直すことの必要性などについて述べた。その後の意

見交換では、「緊急避難措置である賃金削減の早期解除」

「行政サービスの水準確保」「年間総実労働時間１８００

時間体制の確立」などが話題になった。

　また、同日には名古屋市人事委員会事務局長宛に、２４

日には人事院中部事務局長宛に、そして愛知県人事委

員会事務局長宛に「要望書」を提出している。また３０

日には、名古屋市長への要請行動を行い、神野会長は

じめ官公部門の各構成組織代表者が意見交換を行った。



【確認事項】
１．当面の日程について

２．連合愛知  各種委員会  構成委員の確認について

３．組織・財政検討委員会への諮問について

４．組織拡大支援制度に基づく支援金の交付について

５.構成組織の組織拡大について

６．愛知労福協第２４次友好訪中団への団員の派遣に

　ついて

　　期間：２０１１年７月４日（月）～１２日（火）

７．第１２回「地域政策推進フォーラム」の開催について

　　開催日時：２０１１年５月１６日（月）～１７日（火）

【議　　事】
１．各種審議会・委員会等への派遣について

２．登録人数の変更について

３．三重県知事選挙の候補者推薦について

　　推薦候補者：松田直久（まつだ　なおひさ）[無所属：新人]

　　投・開票日：２０１１年４月１０日（日）

４．田原市長選挙の候補者推薦について

　　推薦候補者：鈴木克幸（すずき　かつゆき）[無所属：現１]

　　投・開票日：２０１１年４月２４日(日)

５. 江南市長選挙の候補者推薦について

　　推薦候補者：堀　　元（ほり　もとし）[無所属：現２]

　　投・開票日：２０１１年４月２４日（日）

６.刈谷市議会議員選挙の候補者推薦について

　　推薦候補者：沖野温志（おきの　はるし）[無所属：現４]

　　投・開票日：２０１１年７月執行予定

７.２０１１統一地方選挙推薦候補者の推薦取り消しに

　ついて

【議　　事】
１.東日本大震災  災害支援「緊急カンパ」の取り組み

　について

　　期日：２０１１年３月１５日（火）～４月２２日（金）

２.東日本大震災  災害救援物資への取り組みについて

【そ の 他】
１.被災地支援ボランティア活動への派遣要請のご

　案内

２.第８２回愛知県中央メーデーについて

　　式典・集会・ＰＲコーナーは中止とするが、東日

　本大震災救援街頭カンパ活動を実施する。

　　＜東日本大震災救援街頭カンパ活動＞

　　日時：２０１１年４月１６日（土）１１:００～１３:００

　　場所：名古屋駅前・栄メルサ前

　　運営：メーデー実行委員・連合愛知専従役員で

　　　　 行う



張中地協として、連合愛知の要請を受け「連合東北地

方太平洋沖地震救援カンパ」を３月２２日夕刻にJR高

蔵寺駅、２３日夕刻に名鉄西春駅で実施し、１２４，６３９円のカンパ

金を集約し、さらに４月１２日夕刻にJR春日井駅、２３日夕刻には

JR清洲駅で実施します。

　大震災で犠牲になられた方々の御冥福と避難所で懸命に

頑張っている被災者の支援、復興を祈るばかりです。

皆さまからいただいたカンパ金は、連合本部を通じて
全額被災地の自治体や被災された方々の支援金として
寄付されます。

０１１年３月１１日午後２時４６分、東北地方を中心とする東

日本大震災が発生しました。前例のない未曾有の大震

災と容易に認識できるほどの巨大地震、その後の想像を絶する

大津波により、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

　尾張中地域協議会の代表を務める組合でもある小牧市職

員組合は、青木執行委員長(地協代表)のもと、発生から僅か１

時間で若手有志１０名の震災救援隊を結成し、同日午後６時に

救援物資(水、カンパン、カイロ、ヒートテック、靴下など)を自

家用車３台に積み込み、正式な派遣要請を受けたものではなく、

ボランティアの一環として被災地へ出発しました。

　道路事情も考慮して具体的な目的地や行程も決めず、一刻

も早く東北地方の被災地を目指しました。青木執行委員長は、

「明日はわが身。まずは救援。やれることをやるだけ。」と話

しました。

　翌日の昼過ぎ山形市役所へ到着しました。市内全て停電で、

トンネル内も真っ暗で、ガソリンスタンドも手動給油で１０r規

制、これ以上は進めないとの判断で、山形市災害対策本部へ

救援物資を引き継ぎました。

　今回の震災を決して他山の石とせぬよう、被災地での取り

組みや課題を詳細に記録し、帰路につきました。
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